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生活協同組合コープあいち

• 2010年3月 愛知県内のめいきん生協と
• みかわ市民生協が合併・発足

• 組合員数
45万1,473人 （2015年12月20日時点）
世帯加入率14.55%

• 総事業高 （2014年度実績）
５６９．５億円 前年比１０１．８％
(共同購入事業)
４２１億円 前年比１０１．８％
(店舗事業)
１０２億円 前年比１０２．５％

(福祉事業)
２１．６億円 前年比１０２．４％

• 職員数
3,130人 ＋21人 （2015年3月時点） 2



2020年ビジョン コープあいちのありたい姿

ひろがる つながる 笑顔あるくらし

豊かな自然の恵みと地元の産業を大切にし、安心してくらし続けらえる

まちづくりを協同の力ですすめます。

ひろがるコープ

誰もが加入でき、利用できるコープになって

地域に支持される存在を目指します

つながるコープ

地域の一員としてくらしやすい地域づくりをめざします

役立つコープ

笑顔があふれ、「コープがあってよかった」といわれるようなコープを

めざします
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本日お話しすること

１．コープあいちの飼料米活用の取り組み 経過

２．取り組みの現状

１）豚肉の取り組み

２）たまごの取り組み

３）特徴的な生産者の取り組み

４）生協の組合員活動としての展開

３．今後の拡大に向けての課題

１）生産者としての課題

２）生協（組合員）としての課題

３）行政への要望 5



あいちを食べよう
日本の食をたいせつに！大運動

6



あいちを食べよう 日本の食をたいせつに！

コープあいちでは、いのちを育み
つなぐ“食”＝日本の食を大切に
することを基本に、産消提携・
産直を事業の柱に、日本の食料
自給率向上のための取り組みを
進めています。
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食料自給率３９％という日本の
食卓は、飼料を含めて、外国産
の原材料への依存によって成り
立っています。
改めて、日本の農畜水産業の
情況を知り、消費者自身が、
食のあり方の見直しや生産者を
応援していくことも必要です。

あいちを食べよう 日本の食をたいせつに！
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「あいち」は農水畜産物の豊かな産地である
と同時に大消費地でもあります。
産地が消費地に隣接していることの利点を
活かした活動をすすめます。
新鮮でおいしい農畜水産物をお届けできる
こと、フードマイレージの視点からは環境に
優しく、食育の視点からは身近に生産の現
場を見たり体験できる条件を活かして、さま
ざまな取り組みをすすめます。

あいちを食べよう 日本の食をたいせつに！
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東海コープでは・・・
これまで牛乳や卵、豚肉、鶏肉、牛肉の一部については

「産直商品」として地元の産品を扱ってきました。

２００７年には、畜産物のコープブランド「はぐくみ自慢」

（自主認証制度）をスタートさせ、安全安心な畜産物づくり

への努力を客観的に評価するしくみを

スタートしました。

このマークの表示とお知らせをすすめ、

利用を広める取り組みをしています。

東海コープでは・・・
これまで牛乳や卵、豚肉、鶏肉、牛肉の一部については

「産直商品」として地元の産品を扱ってきました。

２００７年には、畜産物のコープブランド「はぐくみ自慢」

（自主認証制度）をスタートさせ、安全安心な畜産物づくり

への努力を客観的に評価するしくみを

スタートしました。

このマークの表示とお知らせをすすめ、

利用を広める取り組みをしています。
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コープあいちでの飼料用米活用の
取り組み経過



２００８年の輸入飼料高騰時には・・・

将来に向けて、安定的な生産のためには畜産飼料の

自給が課題となりました。

特に、生協たまごやせいきょう牛乳（一部）

の飼料のnon-ＧＭＯのトウモロコシや

大豆粕の確保が懸念されました。

２００８年の輸入飼料高騰時には・・・

将来に向けて、安定的な生産のためには畜産飼料の

自給が課題となりました。

特に、生協たまごやせいきょう牛乳（一部）

の飼料のnon-ＧＭＯのトウモロコシや

大豆粕の確保が懸念されました。

1111

コープあいちでの飼料用米活用の
取り組み経過



コープあいちでの飼料用米活用の
取り組み経過

３）そこで・・・

飼料米や稲ＷＣＳ、さらにエコフィード

（未使用食品のえさ活用）等、飼料自給へ

の生産者の取り組みを「はぐくみ自慢」の

一環として支援することを確認しました。

３）そこで・・・

飼料米や稲ＷＣＳ、さらにエコフィード

（未使用食品のえさ活用）等、飼料自給へ

の生産者の取り組みを「はぐくみ自慢」の

一環として支援することを確認しました。

12



飼料米活用の具体化に当たっては

２０１０年度方針では・・・

「畜産飼料の自給に向けての生産者の多様な
取り組み支援と普及は、長期的な展望をもって
進めること」としました。

０９年度からの実践

すでに東海コープの取引先・生産者でも、いくつかの先進
的な取り組みが進められていました。戸別所得補償制度
が始まった１０年度は、さらに取り組みを広げるために、
各生協で生産者との学習や相談会を開催してきました。

飼料米活用の具体化に当たっては

２０１０年度方針では・・・

「畜産飼料の自給に向けての生産者の多様な
取り組み支援と普及は、長期的な展望をもって
進めること」としました。

０９年度からの実践

すでに東海コープの取引先・生産者でも、いくつかの先進
的な取り組みが進められていました。戸別所得補償制度
が始まった１０年度は、さらに取り組みを広げるために、
各生協で生産者との学習や相談会を開催してきました。 1313

コープあいちでの飼料用米活用の
取り組み経過



飼料用米の利活用は2010年より取り組み、
豚・鶏（採卵）から牛へと畜種が広がりました。

産直豚・生協たまご
あいちの牛など

ＪＡグループ愛知

産直豚・生協たまごなど

岐阜県・三重県の
産直生産者

あいちの米たまごほか

デイリーファーム
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お米・たまご・豚肉を
重点に利用普及

 米は何より自給率を考える主要な食材です

 田んぼのフル活用を目指して… 飼料用米

 ＪＡ愛知グループの連携でコープあいち向けの
産消提携・生協たまご・産直豚肉への

活用と商品として利用普及をすすめる

200t 900t
2000t

7000t
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エコ畜産物イメージ
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こんな思いで始まりました。

日本の農業を元気にしたい！

鶏卵のカロリーベースの食料自給率はたった10％。飼料
を少しでも国産にすることで自給率の向上をはかりたい。

稲作農家と畜産農家がつながって取り組むこと、しかも
地元の中で結び付くことで地域循環・資源循環型のエコ
畜産モデルをつくっていきたい。

水田を活用することで、水田の持つ環境面での多様な
環境保全的 機能を大切に守りたい。

３）特徴的な産地の取り組み
「あいちの米たまご」ができるまで
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「あいちの米たまご」いよいよ発売
 特徴：

愛知県産のお米（籾）を１０％配合した飼料で

育った鶏のたまごです。

はぐくみ自慢、産消提携商品の生協たまごです。

いいともあいち、あいち食べよう日本の食をたいせつに！運動

を象徴する大切な商品です。

 規 格 ：赤たまご６個入り

 価 格 ：通常売価 １９８円

 販売部門：コープあいち 共同購入・店舗

 販売期間：２０１１年１月１回（１号）より

 その後、10個規格も加え、飼料用米の

利活用・コープあいちの畜産物の利用

普及を代表する商品となっています。 18



飼料米活用推進委員会の活動
 愛知県内の各地域の組合員活動として

飼料用米の利活用を知らせること、

産消提携活動を通じた豚肉やたまご

など畜産物の利用普及を広めます。
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おいしく食べて
楽しく学び・広げる
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あいちの米たまごアンケートより…
・耕作放棄地を少しでも減らすために、生協が率先

して取り組むしかないですね。
・食料問題というと自分に何ができるだろうか？と

難しく考えてしまいますが、美味しくいただいて
ささやかな応援もできる、このような取り組みが
広げられるといいなと思います。

・目先の損得ではなく将来に目を向け大変なことにチャレンジされている
ことに敬意を表します。生産して下さる方たちのめざすものや御苦労を
私たちが良く知り、協力し合えることがもっとたくさん増えるといいな
と思います。

・資源循環の一翼、飼料米への挑戦ありがとうございます。美味しい「お
米」と「飼料米」との新たな稲作の開拓を応援し期待しています。日本
文化の基本は「お米」だと思いますので、稲作の継続をどうかお願いい
たします。

組合員(消費者)は応援します!
「10個入パックを1年間毎週利用すると

知多地域の田んぼ４坪が守れます。」
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今後の拡大に向けての課題

１）生産者としての課題①

①将来的には、飼料専用の超多収米を活用して、

飼料米のコストを下げることが課題の一つです。

現在、愛知県のＪＡグループでは・・・
・広く生産者に取り組んでもらうた、通常米を休耕田や調整田で新規作付け

・もしくは麦・大豆転作から変換（不向きな土地）することを推奨

⇒ 食用米と同じ生産管理のしくみで進めてもらうことで農家の負担減

食用米か飼料専用種かの選択
・それぞれメリット・デメリットがあるようです。

・最終畜産品への違いはないので、米生産者の判断で決めていただきます。
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今後の拡大に向けての課題

１）生産者としての課題②

飼料米をエサとしてできるだけ低コストで活用する
上で、もう一つの課題が飼料工場の問題です。

 特に鶏用（採卵、食肉ともに）は籾米給餌で問題ないことが証明されています。

 工程を減らすことや年間常温保管も可能です。

 しかし、ＪＡくみあい飼料はじめ大手の配合飼料工場では、籾米の受け入れを
していません。東海では、唯一大手一社が対応していますが、限定的（特注）
です。

⇒ これが改善できると、コスト削減につながると思います。

 ただし、籾がらはカロリーがなく飼料効率が下がり、量が増えるので必ずしも
コスト削減にならない、飼料工場含めてのトータルコストで見るとメリットはない
という意見もあります。
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今後の拡大に向けての課題

２）生協（組合員）としての課題

組合員（消費者）が飼料米の取り組みを理解し、
畜産品の買い支えが不可欠です。

一部を除いて米生産農家や農協職員からは、畜産農家
の顔は見えません。耕畜連携や米農家～畜産家～消費
者の連携は、まだ広げ深めることが求められます。

一方、コープあいちでは主要ＪＡと食用米で、組合員との
交流を30年以上続けています。

その中に飼料米の話題をしながら、お米と畜産品（牛。豚
肉や卵）両方の利用増につながる取り組みをすすめます。
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今後の拡大に向けての課題

３）行政への要望

①現在、耕種農家への補助金ばかり先行しています。

戦略的に進めるためには、もっと長期的・総合的なインフラ

整備や幅広い支援システムが求められると思います。

②特に、畜産農家への補助金はなく、畜産品の価格不安
定・混迷の中、生産者への負担も大きくなっています。

一般的な畜産飼料として広く活用する（全国流通）には、

生産・流通・保管・加工それぞれの段階の抜本的なコスト

ダウンが必要です。
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田植え稲刈りなど体験型の交流は貴重な食育の場と
しても大好評です。毎年約3,000名が参加しています。

田植え、生きもの観察・かかしづくり、稲刈り

トマトの収穫体験＆ケチャップづくり
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たべることでつながる！
生産を知ることで食べ物をたいせつに考え
価値を知ることにつながります。
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御清聴ありがとうございました
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